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平
成
五
年
六
月
十
六
日
提
出 

質

問

第

一

八

号 

    
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
需
要
と
供
給
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

提 

出 

者 
 

長 

谷 

百 

合 

子 

 

一 

 



 

一
九
九
三
年
二
月
二
十
六
日
の
参
議
院
科
学
技
術
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
石
田
政
府
委
員
は
一
九
九
二
年 

 
 

十
二
月
三
十
一
日
現
在
ま
で
の
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
使
用
量
は
、
高
速
増
殖
炉
原
型
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」 

 
 

 

の
一
・
一
ト
ン
、
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
の
一
・
一
ト
ン
、
新
型
転
換
炉
「
ふ
げ
ん
」
の
一
・
〇
ト
ン
、
研
究
開
発 

 
 

 
 

 

用
の
〇
・
五
ト
ン
の
合
計
三
・
七
ト
ン
で
あ
っ
た
旨
、
答
弁
し
て
い
る
。 

核
兵
器
の
材
料
と
な
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
備
蓄
す
る
こ
と
は
国
際
的
に
許
さ
れ
な
い
し
、
我
が
国
政
府
も
備
蓄 

 

し
な
い
と
明
言
し
て
い
る
が
、
需
要
と
供
給
に
つ
い
て
は
っ
き
り
し
な
い
点
が
多
く
問
題
が
あ
る
。 

一 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
需
要
に
つ
い
て 

 
1 

「
も
ん
じ
ゅ
」
に
使
用
し
た
量
は
一
・
一
ト
ン
と
さ
れ
て
い
る
が
、
初
装
荷
炉
心
燃
料
に
つ
い
て
設
置
許
可 

 

次
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
需
要
と
供
給
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

2 

「
も
ん
じ
ゅ
」
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
燃
料
製
造
は
失
敗
が
か
な
り
あ
る
。 

申
請
書
で
は
約
一
・
〇
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
九
二
年
十
二
月
八
日
の
衆
議
院
科
学
技
術
委 

 
 

員
会
に
お
い
て
の
石
渡
参
考
人
の
答
弁
は
一
、
三
六
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
食
い
違
い
が
あ
る
。 

⑤ 

一
・
一
ト
ン
は
燃
料
に
組
み
込
ま
れ
た
量
か
。
そ
う
で
な
い
場
合
、
何
の
量
を
表
し
て
い
る
の
か
。 

④ 

一
九
九
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
初
装
荷
炉
心
全
体
の
何
％
の
燃
料
が
完
成
し
て
い
た
の
か
。 

③ 

正
し
い
初
装
荷
燃
料
全
体
の
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
量
は
何
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
。
ま
た
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
量
で 

 
 

は
何
ト
ン
Ｍ
Ｏ
Ｘ
か
。 

② 

一
、
三
六
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
初
装
荷
炉
心
全
体
で
の
量
で
な
い
場
合
、
一
、
三
六
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
は
何
の 

 

量
を
表
し
て
い
る
の
か
。 

① 

一
、
三
六
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
初
装
荷
炉
心
全
体
で
の
量
で
あ
る
場
合
、
設
置
許
可
申
請
書
の
一
・
〇
ト 

 
 

ン
と
の
違
い
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。 

四 

 



 

二 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
供
給
に
つ
い
て 

3 

研
究
開
発
用
に
使
用
し
た
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
〇
・
五
ト
ン
と
の
こ
と
だ
が
、
敦
賀

1
号
、
美
浜 

 

1
号
で
行
わ
れ
た
軽
水
炉
で
の
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
利
用
実
験
で
使
用
し
た
量
は
そ
れ
ぞ
れ
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
四
〇 

 

キ
ロ
グ
ラ
ム
で
合
計
四
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
か
な
ら
な
い
。
残
る
四
五
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
用
し
た
施
設 

 
 

（
固
有
の
名
称
）
と
使
用
量
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

③ 

②
の
う
ち
燃
料
に
組
み
込
ま
れ
ず
失
敗
に
終
わ
っ
た
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
何
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
、 

 

そ
の
う
ち
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
廃
棄
物
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
量
は
何
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
。 

② 
現
在
ま
で
に
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
燃
料
製
造
に
使
用
し
た
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
全
量
は
何
キ
ロ
グ
ラ 

 

ム
か
。 

① 

現
在
ま
で
に
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
燃
料
製
造
は
何
％
が
完
成
し
た
か
。 

一
九
九
三
年
二
月
二
十
六
日
の
参
議
院
科
学
技
術
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
石
田
政
府
委
員
は
一
九
九
二
年 

 

五 

 



 

1 

東
海
再
処
理
工
場
に
お
い
て
、
一
九
九
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
再
処
理
量
は
六
八
〇
ト
ン
で
あ 

 
 

る
。
そ
こ
か
ら
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
二
・
九
ト
ン
が
得
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
次
の
内
訳
を
明
ら
か 

 
 

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

十
二
月
三
十
一
日
現
在
ま
で
の
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
供
給
に
つ
い
て
、
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団 

 

（
以
下
「
動
燃
」
と
い
う
。
）
の
東
海
再
処
理
工
場
か
ら
二
・
九
ト
ン
、
海
外
か
ら
一
・
三
ト
ン
、
合
計
四
・
二
ト 

 
 

 

ン
で
あ
っ
た
と
答
弁
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
伺
う
。 

③ 

動
燃
自
身
の
使
用
済
核
燃
料
の
再
処
理
量
は
何
ト
ン
で
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ 

 

② 

日
本
原
子
力
研
究
所
の
使
用
済
核
燃
料
の
再
処
理
量
は
何
ト
ン
で
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
核
分
裂
性
プ 

 

ル
ト
ニ
ウ
ム
量
は
何
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
。 

① 

電
力
会
社
の
使
用
済
核
燃
料
の
再
処
理
量
は
何
ト
ン
で
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ 

 

ム
量
は
何
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
。 

六 

 



 

3 

フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
一
九
九
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
供
給
に
つ
い
て
次
の
量
を
明 

ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

2 
英
国
か
ら
の
一
九
九
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
供
給
に
つ
い
て
次
の
量
を
明
ら
か 

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

① 

フ
ラ
ン
ス
に
持
ち
込
ま
れ
た
使
用
済
核
燃
料
は
日
本
以
外
の
も
の
も
含
め
る
と
累
積
総
量
は
何
ト
ン 

 
 

で
、
日
本
の
持
ち
込
み
分
は
再
処
理
の
済
ん
だ
も
の
も
含
め
て
累
積
総
量
は
何
ト
ン
か
。 

③ 

①
、
②
の
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
う
ち
日
本
へ
の
輸
送
が
済
ん
だ
の
は
何
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
。 

② 

英
国
か
ら
購
入
し
た
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
量
は
何
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
。 

① 

英
国
の
再
処
理
工
場
に
お
け
る
日
本
の
使
用
済
核
燃
料
の
再
処
理
量
は
何
ト
ン
で
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ 

 

た
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
量
は
何
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
。 

ム
量
は
何
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
。 

七 

 



 

4 

一
九
九
三
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
在
庫
に
つ
い
て
、
次
の
量
を
明
ら
か
に
し 

 

て
い
た
だ
き
た
い
。 

② 

英
国
の
再
処
理
工
場
で
抽
出
さ
れ
た
日
本
の
分
の
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
う
ち
、
日
本
へ
輸
送
さ 

 

① 

東
海
再
処
理
工
場
で
抽
出
さ
れ
た
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
う
ち
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
燃
料
加
工
ラ
イ 

 

ン
等
に
回
さ
れ
て
お
ら
ず
、
未
使
用
と
な
っ
て
い
る
量
は
何
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
る
か
。
ま
た
、
そ
の
う
ち
、 

 
 

 

買
取
り
等
に
よ
っ
て
動
燃
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
量
は
何
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
。 

④ 

②
、
③
の
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
う
ち
日
本
へ
の
輸
送
が
済
ん
だ
の
は
、
今
年
一
月
の
「
あ
か
つ 

 
 

き
丸
」
に
よ
る
輸
送
量
一
、
〇
七
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
含
め
て
、
何
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
。 

③ 

フ
ラ
ン
ス
か
ら
購
入
し
た
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
量
は
何
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
。 

② 

フ
ラ
ン
ス
の
再
処
理
工
場
に
お
け
る
日
本
の
使
用
済
核
燃
料
の
再
処
理
量
は
何
ト
ン
で
、
そ
こ
か
ら
得 

 
ら
れ
た
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
量
は
何
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
。 

八 

 



 

6 

4
の
①
、
②
、
③
の
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
使
い 

 

道
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

5 

一
九
九
三
年
二
月
二
十
六
日
の
参
議
院
科
学
技
術
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
石
田
政
府
委
員
は
プ
ル
ト
ニ 

 

ウ
ム
の
備
蓄
に
つ
い
て
「
一
定
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
を
見
込
み
な
が
ら
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
し
て
使
い 

 
 

切
っ
て
い
く
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
「
一
定
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
」
な
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
量
の
基
準
は 

 
 

あ
る
の
か
。
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
る
の
か
。 

③ 

フ
ラ
ン
ス
の
再
処
理
工
場
で
抽
出
さ
れ
た
日
本
の
分
の
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
う
ち
、
日
本
へ
輸 

 

送
さ
れ
ず
に
残
っ
て
い
る
量
は
何
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
。
ま
た
、
そ
の
う
ち
買
取
り
等
に
よ
っ
て
動
燃
の
所
有 

 
 

と
な
っ
て
い
る
量
は
何
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
。 

れ
ず
に
残
っ
て
い
る
量
は
何
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
。
ま
た
、
そ
の
う
ち
、
買
取
り
等
に
よ
っ
て
動
燃
の
所
有
と 

 
 

な
っ
て
い
る
量
は
何
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
。 

九 

 



 

三 

動
燃
は
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
電
力
会
社
か
ら
買
い
取
っ
て
い
る
が
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
の
買
取 

 

り
単
価
は
、
一
九
八
四
年
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
で
は
五
百
二
十
九
万
円
、
今
年
一
月
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送 

 
 

で
は
百
二
万
円
、
国
内
の
東
海
再
処
理
工
場
か
ら
の
も
の
は
一
九
八
八
年
が
百
三
十
万
円
、
一
九
九
一
年
で
は 

 
 

百
二
十
万
円
と
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
以
下
の
量
、
金
額
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

1 

東
海
再
処
理
工
場
か
ら
抽
出
さ
れ
た
電
力
会
社
の
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
つ
い
て
、
次
の
各
日
付
ま 

 

で
の
動
燃
の
電
力
会
社
か
ら
の
累
積
買
取
量
は
そ
れ
ぞ
れ
何
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
動
燃
の
電
力
会
社
へ
の
支
払 

 
 

総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
か
。 

② 

英
国
、
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
使
い
道
は
「
も
ん
じ
ゅ
」
、
「
ふ
げ
ん
」
、
軽
水
炉 

 
 

Ｍ
Ｏ
Ｘ
利
用
に
対
応
す
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
は
そ
れ
ぞ
れ
何
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
か
。 

① 

英
国
、
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
「
日
本
に
輸
送
し
て
か
ら
燃
料
加
工
す
る
」
の
と 

 
「
海
外
で
燃
料
加
工
し
て
か
ら
日
本
に
輸
送
す
る
」
の
ど
ち
ら
で
あ
る
か
。 

一
〇 

 



 

3 

フ
ラ
ン
ス
の
再
処
理
工
場
か
ら
抽
出
さ
れ
た
電
力
会
社
の
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
つ
い
て
、
次
の
各 

 

日
付
ま
で
の
動
燃
の
電
力
会
社
か
ら
の
累
積
買
取
量
は
そ
れ
ぞ
れ
何
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
動
燃
の
電
力
会
社
へ 

 
 

2 

英
国
の
再
処
理
工
場
か
ら
抽
出
さ
れ
た
電
力
会
社
の
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
つ
い
て
、
次
の
各
日
付 

 

ま
で
の
動
燃
の
電
力
会
社
か
ら
の
累
積
買
取
量
は
そ
れ
ぞ
れ
何
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
動
燃
の
電
力
会
社
へ
の
支 

 

払
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
か
。 

③ 

一
九
九
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
累
積
買
取
量
、
支
払
総
額
。 

② 

一
九
九
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
累
積
買
取
量
、
支
払
総
額
。 

① 

一
九
九
一
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
累
積
買
取
量
、
支
払
総
額
。 

③ 

一
九
九
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
累
積
買
取
量
、
支
払
総
額
。 

② 
一
九
九
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
累
積
買
取
量
、
支
払
総
額
。 

① 

一
九
九
一
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
累
積
買
取
量
、
支
払
総
額
。 

一
一 

 



 

 

一
二 

の
支
払
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
か
。 

① 

一
九
九
一
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
累
積
買
取
量
、
支
払
総
額
。 

② 

一
九
九
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
累
積
買
取
量
、
支
払
総
額
。 

③ 

一
九
九
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
累
積
買
取
量
、
支
払
総
額
。 

右
質
問
す
る
。 


